障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱


講義のねらい　
本講義では、障害者虐待の実態、障害特性との関係、障害者虐待をめぐる今後の課題等を総論的に学ぶ。
講義内容とポイント（計４０分）
	講義内容
	ポイント
	使用するもの
	目安時間

	1. 障害者の虐待の実態と構造的課題
	(1)障害者の虐待の実態
(2)被虐待障害者の受ける影響
(3)障害者虐待の構造的要因
(4)施設内虐待
	ＰＰＴ
	40分

	2. 障害特性と虐待の関係
	(1)障害特性と虐待

	
	

	3.障害者虐待をめぐる今後の課題
	(1)虐待予防・対応システムの構築に向けた諸課題
	
	


講義で使用するもの
・資料集
講義にあたっての留意事項
・従前の調査等から障害者虐待の実態を理解し、障害者虐待はどの地域でも起こりうることを伝える。また、障害者虐待の背景にある構造的な要因の概要について理解を図る。

・さまざまな障害（身体・知的・精神・発達等）の特性と生じやすい虐待の関係性について理解を促す。
・以上を踏まえて、障害者虐待防止・対応のためのシステム構築が、各地域において必要であることを伝える。
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科目名　障害者虐待と権利擁護（講義）




















